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有中学区あいさつ運動（小中一貫教育）
１２月３日（水）、４日（木）、５日（金）の３日間、有中学区小

中一貫教育の取り組みで、３小学校（社家、門沢橋、有馬）に有馬
中学校の生徒が集まって、登校してきた小学生とあいさつを交わし
ました。
照れもありましたが、中学生が可愛い後輩に優しく接する姿は微

笑ましい姿です。「おはようございます。」というあいさつを交わす
ことで、互いの心の扉が開き、心と心がふれあうことができました。
一緒にできたことで、子どもたちは次のような感想をもちました。
「わたしが大きな声で言ったので、みんなも大きな声で言ってくれ
たので気持ちよかったです。」「今日は中学生にあえてうれしかった
です。男の人も女の人もせが高くてかっこよかったです。」
このような活動を継続することで、小学生は中学生に憧れや信頼

感、中学生には慈しみや自己効力感が育まれていきます。
社家小と門沢橋小からは自転車で更に走らなくてはならず、中学

生にとっては大変でしたが、このような活動を計画・実施し協力し
てくれた有馬中学校の生徒の皆さんと先生方に感謝いたします。ご
家庭でも、話題にしていただき、子どもたちの思いを受け止めてい
ただければと思います。 「 中学生と一緒に元気にあいさつしました 」
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「服のチカラ」プロジェクト（有馬高校との連携）
「みなさんが着なくな
った服は、おうちにあ
りませんか？」
１１月２４日（火）の
朝会で、有馬高校の英
語科の生徒さんから、
「服のチカラプロジェ

クト」の話を聞きました。
世界中には、寒くても着る服がなくて凍えて
しまう子たちがたくさんいます。そんな子ども
たちに、皆さんが着なくなった服を送って着て
もらえたらどんなにすばらしいでしょう。
門沢橋小、社家小にも協力してもらっている
そうです。ここで集まった服は、ファーストリ
テイリング社を通じて、世界各地の困っている
子どもたちに送られます。予想以上にたくさん
の服が集まり、有馬高
校の生徒さんもとても
喜んでくれました。
多くの皆さんの協力
をいただき感謝いたし
ます。ありがとうござ
いました。

悪い人から身を守る（防犯教室）
「見知らぬ人から声を
かけられたらどうす
る？」とっさにどのよ
うな行動がとれるでし
ょうか。
１１月２０日（金）
に防犯教室が行われ、自分の身を守る方法を
わかりやすく教えてもらいました。

地域の芸能を受け継ぐ（４年おはやし体験）
１１／２５（水）、「下
河内はやし連」の皆様
においでいただき、歴
史ある地域芸能を、丁
寧に教えていただきま
した。
「太鼓をたたいたことがないからすごい経験
になりました。」「一番きれいな音だったのは、
笛です。いろんな音が出て、とても綺麗な音
色でした。」「最後はみんなで演奏できて楽し
かったです。」「太鼓を叩くのは、すごく楽し
かったです。」
子どもたちにとって、大切な経験です。



行 事 予 定
１２月 8日（火） 出前おはなし会（ 3 ， 4年）

14日（月） 児童朝会 3年福祉教室（筆記通訳）
大掃除週間（ 18日まで）

15日（火） 1年学年発表 ありまっ子応援団運営委員会

16日（水） 3 ， 4年万引き防止教室 支援級 4校合同レク
17日（木） 学校訪問相談
18日（金） 大掃除
21日（月） 短縮日課
22日（火） 短縮日課 給食終了
23日（水） 天皇誕生日
24日（木） 短縮日課 終業式 25日（金）冬季休業～１／７まで 「 鮮やかに紅葉したどうだんつつじと記念碑 」

思いをこめた学年発表
長昼休みを使って、学年発表が行われま

した。それぞれの学年ごとに、思いのこも
った素晴らしい発表になりました。
３年生は、「ともだち屋」。劇を取り入れ

ながらミュージカルのように仕上げまし
た。４年生は、「おどれサンバ」。サンバの

３年「ともだち屋」 10.29 （木） リズムに乗って、踊りながら迫力満点の ５年「大切なもの」 11.24 （火）
のステージでした。５年生は、「ルパンⅢ
世のテーマ」と「大切なもの」。エンディ
ングは、運動会で使った「絆」の大漁旗で
飾りました。２年生は、「スイミー」。まる
で海の中にいるような臨場感溢れる発表で
した。
学年ごとに、工夫され、思いのこもった

学年発表になりました。
４年「おどれサンバ」 11.12 （木） ２年「スイミー」 12.3 （木）

あ り ま の 歴 史 １３
昭和の頃の子どもたち（二）

ー百周年記念誌よりー

有馬小学校の入学時には、村役場の学務課から入学
通知がきました。服装は着物に袴、洋服の子も一割く
らいいました。ほとんどの人が下駄履きで中にはゴム
靴の人もいました。布製の肩かけカバンや、ふろしき
を持って通いました。
髪型は、男子は坊主刈り、女子はおかっぱの子が多
かったようです。
昭和８年以後、読み方の本が変わりました。以前は

「卒業写真（昭和２９年）」 「花、はと、まめ」で、「さいた、さいた、さくらが
さいた」となりました。

学校手帳があり、成績は十点法でつけられました。高等科へ上がるための試験はありませんで
したが、小学校卒業だけで終えた者も多く、中学進学者は１０人に１人程度でした。女子の場合
は、御所見女学校へ行く人が数人いました。
運動会は中部７校連合競技会に参加し、５・６年生は全員応援として参加しました。


